
教育旅行

体験プログラムガイド

新幹線なら
　東京から
　　わずか 66分

ゲ
ン
ジ

ともだち
ダンス

へ
イ
ケ

みんな
なかま みなかみ

奥利根湖

ならまた湖

藤原湖

赤谷湖

17

水上駅

上牧駅

土合駅

湯檜曽駅

後閑駅

上毛高原駅

水上
IC

月夜野
IC

沼田
IC

関越トンネル

ニ
ョ
ロ
ニョ
ロ

の洞窟
不思議

由里さん
もーたまらん竹林

カスタネット

冨さん

も〜〜いつも笑いが絶えない
仕草も面白いご夫婦！写真撮りまくりだヨ

93 歳のスマイ
ル夫婦

てがかりはどこ？
コノカタチが目印！！

徳 川 埋蔵 金
伝説

剛さん

し べ
り

ゃ
おツのミヒ

足
も

と
見
え

ち
ゃ
う
虹
ち
ゃ
ん

　虹となかよし

美成子さん

モリさん の アソビバ
トネガワ ホンりュウ
バック ター ーォウ

東京から
　　120分

   

冬 の妖精さん！！！木

正二さん
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農家さんに
いつも

感謝だね！

自然教育自
然

と
新たな気づきが生ま

れ
る

環境保全

 美
し

い
里
山

はわたしたちの手
で

ま
も

る

地域
産業振興
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ー
カル
ビジネスにチャレン

ジ
  

はじめの
一滴から広がる可能性

子供から大人まで
魅了する

源流ラフティング

みなかみの“香り”を
つくろう

みなかみ
ユネスコエコパーク

SDGs 未来都市「みなかみ」

2017 年 6 月 みなかみ町は自然と人間の共生社会を目的とする
取り組みが評価され「ユネスコエコパーク」（正式名称は
「生物圏保存地域」）に登録。みなかみ町では貴重な自然と人々
の暮らしを次世代へつなぐ町づくりをすすめています。

2019 年 7 月 みなかみ町は国から「SDGs 未来都市」に選定。
豊かな森林資源をユネスコエコパークの理念のもと活用すること
で、経済・社会・環境の持続的な好循環を生み出し、地域と地域
に訪れる人相互が潤う。それが SDGs 未来都市「みなかみ」です。
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東京から電車で66分

66分

約120分

一般社団法人 みなかみ町体験旅行

群馬県水のみなもと「みなかみ」
だから、できる

みなかみへのアクセス

谷川連峰から流れる清冽な水、多様な動植物が棲む
森、そして自然と共に生きる人々。「みなかみ」は、自
然をまもりながら観光や農業、人々の暮らしにいかし、
自然の尊さを伝えひろめる世界的モデル地域です。
特別なことをしなくても「みなかみ」にふれあうことで
自然との共生はすすみ、SDGs 達成へと結びつきます。
「みなかみ」での体験は知らず知らずのうちに、世界
に貢献し地球環境の存続に寄与しています。
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ギモン
興味

発見
変化

ギモン
興味

発見
変化

探究のタネ

そっ
か！

ん！
？

もっと！

な
んで
？

みなかみのやり方イメージ

本物感 消化する“間”も大事

地域の本音・実情をぶつける
真剣さとか…

自分で考えられるような
余白を与えるとか…

体験旅行のポリシー

子供を信じる!

のびしろは、
未来を生き抜く力になる

こんな学校旅行なら学びにつながる！？
大切なのは「どこで？」よりも、「誰と、何をして、どう感じたか」。

私たちが大事にしてるのは、行くことが目的、知識を集める旅行ではなく、

「地域の本物」に触れることで「探究のタネ」をみつける答えのない旅。

自然に「探究の根」を四方八方にのばし、その根っこから水や養分を吸い上げて

「興味や発見、変化」の芽を自分らしくのばす。

子供たちの中にあるのは、無限の「のびしろ」。

答えのない時代だからこそ、想像を超える自然の楽しさ・厳しさを通じて

「未来を生き抜くちから」を育むきっかけを創りたいと考えています。
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共創共創

子

供た
ちとともに

みんなと

私たちは、学校 旅 行の目的を伺い、
テーマ性のあるプランを立てるように心がけています

共創共創

子

供た
ちとともに

みんなと

仲
間
が
い
る
か
ら

一
人
ひ
と
り
違
い
を
尊
重
し
、

「
持
ち
味
」を
引
き
出
す

個 の力をMAX に！
ファシリテーター
ハヤトさん

多
様
な
生
き
方
を
感
じ
よ
う
！

ネ
パ
ー
ル
か
ら
来
た
「
お
も
て
な
し
」の
達
人

欲
し
い
も
の
は
、

自
分
で
つ
く
る
の
ダ
！

竹灯籠クリエイター
由里さん

ラフティング ガイド
スンダーさん

「 夢 」とは自分で 掲 げ、自分で 叶えていくもの。大 切 な の は 他 人まか せで は なく、自分 が「 主 役 になる」ことで す。

学校とは、一人ひとりの「夢を叶える」土壌です。種は教員が蒔きますが、その種から芽を出すのは生徒自身の力。
その芽が成長していく過程には、水分や栄養分のように学外から刺激を与えることが必要不可欠です。

みなかみ町 体 験 旅行には、生徒の満足度や安全性を十分に担 保しつつ、生徒の主体性によってゴールが変 化する
「余白」が含まれています。この「余白」が絶妙な仕掛けとなって、ただ一時の楽しさで終わるのではなく、真の学びに

つながる校外学習になっています。

生徒・教員・学校、そして学外とのつながり。この関係性こそが、生徒の生きる根っこを育み、生徒自身が安心しての
びしろいっぱいに成長することにつながります。

IT 化、コロナの流行と激変する教育現場で、これからも変わらないもの。それは、我々教員の「情熱」です。この泥臭い
「情熱」に精一杯応えてくれるみなかみ町体験旅行と、今後も「絶妙な仕掛け」を一緒に創り上げたいと願っています。

「
人
と
ぶ
つ
か
っ
て
己
を
知
る
」

国
内
第
一
人
者
が
チ
ー
ム
の
真
髄
を
伝
え
る

アドベンチャーレーサー
田中正人さん

芝中学校 芝高等学校 探究係主任 見上 圭佑
（みなかみ町の自然や人に魅了された芝学園 教職員一同）

導 入 学 校の声

農
の
6
次
産
業
化
で
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
農
業
を
次
世
代
に

江戸時代から10 代 続く農家
貞さん

生 徒の “主 体 性” で 変わる、「余白」の仕 掛けがある

自
伐
型
林
業
で
森
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

「
自
分
の
学
校
の
香
り
」を
子
供
た
ち
と
作
る

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
挑
戦

I
T
農
業
と

ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
ネ
ス
で
人
生
二
毛
作
！

いちご農家＆ラフティングガイド
のりさん

みなかみ町体験旅行のやり方です

山岳界の名物ガイド
正二 さん＆美成子さん

山
は
「
登
頂
が
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
」

探
究
に
終
わ
り
は
な
い

森のアロマオイル生産者
長壁夫妻

地域全体で関わり、生徒と共に創る

ロ
ー
カ
ル
を
極
め
て

グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら
注
目
！

カスタネット職人
冨澤さん

それが

生きざまがスゴイ！ みなかみの偉人　変
人た

ち

仲間づくり
チームで様々な困難や課題に取り組み、失敗と成功の繰り返
しの中から仲間を信頼する心・協調性・自信をつける方法を学
ぶプログラム

　チームビルディング

地域フィールドワーク
地 域 に一 歩 踏 み 込 むことで 見えてくる、都 市と地 方 の 役 割。
実 は身 近 だった 社 会 課 題に気 づき、自分ごと化 する探 究 型
プログラム 

　里山生活体験

　課題発見型プログラム

ヘルスマネジメント アクティビティが身体性の回復を促すメカニズムに着目。みな
かみ独自のメソッドで心身の健康バランスを整えるプログラム 　アウトドアアクティビティ

東京から電車で約 66 分。水源、山脈、里山、個性あふれる人々など、地方の恵みをギュッと凝縮した
みなかみのフィールドを活用し、3 つのテーマを軸に学びにつながるプログラムを提案いたします。

オーストラリアで修行
アウトドアガイド
剛 さん

う
ま
く
い
か
な
い
時
こ
そ

成
長
す
る
！

          大 人も子 供も関係ない! 真 剣に向き合い、 「ありのまま」をシェアして「本 音」で 語らうこと。

       もちろん、楽しいことば かりじゃない。つらいことも思い通りに     ならないこともある。悪 天 候で 外に出られず がっかりすることも。

　　 そんなピンチも視点を変えてチャンスにする  ポテンシャルが、みなかみにはあります。

大切にしているのは、みなかみ人とふれあう中で　 生まれた子供たち自身の気づきや疑問。

 体験の中に自分なりに答えが見つかる「余白」を　 作って、「考え・感じ・挑む」ちからを引き出します。
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自
然
の
力
を
感
じ
、
味
わ
う

…
つ
つ
み
さ
ん
ち
の
水
道
水
が

　

美
味
し
く
て
び
っ
く
り
。

…
こ
ん
な
す
ご
い
森
、

　

見
た
こ
と
な
か
っ
た
。

…
も
っ
と
、つ
つ
み
さ
ん
の

　

畑
の
こ
と
聞
き
た
い
！

…
こ
ん
な
美
し
い
森
に
も
、

　

何
か
問
題
っ
て
あ
る
の
?

今

玉
原
高
原
の
森
に
一
目
惚
れ

…
つ
つ
み
さ
ん
一
家
は
、な
ん
で
玉
原
高
原

　

に
移
住
し
て
き
た
ん
で
す
か
?

森
は
”人
間
ら
し
さ
“を

呼
び
覚
ま
す

…
私
た
ち
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

命
が
、命
を
支
え
て
い
る

…
実
は
、虫
が
苦
手
で
。

…
つ
つ
み
さ
ん
の
畑
の
ト
マ
ト

　

甘
く
て
美
味
し
か
っ
た
ぁ
。

里山は地球環境を考える入り口
自然と人と野生生物が絶妙なバランスで共存している里山。
自然の中に飛び込み、地域の人と対話することで、里山の
未来は地球環境の行く末につながることに気づく。

自然と共にある、手作りの暮らし
自分たちが食べる野菜を育て、冬の燃料として薪を割る。
四季折々の自然を楽しみ、 何気ない日々を味わいながら
暮らす受入れ先の人々。その飾らない人柄とありのままの
生活に触れ、手作りの丁寧な暮らしを分かち合う。

里山の現実を知り、課題を自分ごと化
後継者不足で里山の整備が行き届かず、耕作放棄地や害獣などの
深刻な問題があること。自分たちが普段飲んでいた水がどこから来
ているのか。水の循環や自然とのつながりを知ることで、なぜ里山
を守らなければならないかを自分ごととして考える。

知らなかった価値観の扉がひらく、里山生活体験とは
昔から伝わる「知恵と技能」が詰まった暮らし。自然の循環に連動した「日々の営み」に一歩踏み込み、
そこで暮らす大人と触れ合うことは、子供たちの「ものの見方・考え方」の枠を広げるきっかけになります。

「自然と共に暮らす」里山での体験その ものが、未来へつながる土台づくりに

夜は真っ暗で怖かったけど、
星がめっちゃ綺麗だった！

虫がちょっと
好きになったかも家が大きいから、

掃除のお手伝い大変だったよ〜
ヘトヘト〜

お母さんといろんな話を
いっぱいしたよ

体験後、生徒同士で振り返ってみて…

薪割りもしたよ。
冬のエネルギー源になるんだって

ブナ林って、
天然のダムなんだね

へぇ〜、一緒にお皿洗いとか

するんだ。楽しそう

里山の境界線って
あるんだな〜

気になること、
聞いちゃおう!

どんなところに
住んでいるの？

受入れ先の方に、子供たちがインタビュー

「
森
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
つ
つ
み
・
す
く
え
あ
」

堤 

美
也
子(

つ
つ
み
み
や
こ)

平
成
元
年
に
、一
家
3
人
で
東
京
都
か
ら
玉
原
高
原
に

移
住
。
み
な
か
み
町
体
験
旅
行
の
「
地
域
の
本
物
に
触

れ
る
体
験
を
」
と
い
う
考
え
を
聞
い
て
、
こ
の
大
自
然
を

全
身
で
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
受
入
れ
を
始
め
る
。

生活体験はどんなだった？ そっちは何したの？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

両
親
が
自
然
大
好
き
で
、
い
つ
か
自
然
の
中
で

暮
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

経
営
者
募
集
が
あ
っ
た
そ
う
な
ん
で
す
。
で
、
見

学
に
来
て
、
目
の
前
に
広
が
る
森
に
一
目
惚
れ
し

た
ら
し
く
て(

笑)

。

　

両
親
は
こ
の
森
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
く
て
、

長
年
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
お
客
様
向
け
に
森
の
案
内

ガ
イ
ド
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
大
人
に
な
っ
て
か

ら
し
ば
ら
く
東
京
で
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

自
然
に
寄
り
添
う
暮
ら
し
が
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら

れ
な
く
て
、
両
親
を
手
伝
う
た
め
に
戻
り
ま
し
た
。

　

で
し
ょ
う
!
こ
こ
は
、
関
東
最
大
級
の
ブ
ナ
の

森
。
落
葉
広
葉
樹
っ
て
、
四
季
折
々
に
木
々
の
色

が
変
わ
り
、
本
当
に
き
れ
い
な
の
よ
。
日
経
新
聞

に
載
っ
た「
専
門
家
が
選
ぶ
、散
策
し
た
い
ブ
ナ
林
」

で
日
本
第
2
位
に
な
っ
た
く
ら
い
!

　

森
に
入
っ
て
、
木
漏
れ
日
が
差
し
込
む
中
を
サ

ク
サ
ク
枯
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
歩
く
と
、
土
の

匂
い
や
虫
や
動
物
の
気
配
ま
で
感
じ
ら
れ
て
。
五

感
が
刺
激
さ
れ
る
と
い
う
か
、
何
十
年
住
ん
で
い

て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

腐
葉
土
の
積
も
っ
た
森
の
土
に
染
み
込
ん
だ
雨

水
は
、
土
の
隙
間
で
濾
過
さ
れ
て
、
澄
み
切
っ
た

水
に
な
る
の
。
だ
か
ら
水
道
水
も
本
当
に
美
味
し

い
の
よ
。

　

森
は
天
然
の
ダ
ム
っ
て
よ
く
聞
く
け
ど
、
ブ
ナ

の
根
の
保
水
力
っ
て
1
本
あ
た
り
年
間
8
ト
ン

(

胸
高
直
径
30
㎝
の
場
合)

と
言
わ
れ
て
い
る
の
。

こ
の
森
の
お
か
げ
で
、
豪
雨
に
な
っ
て
も
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害
が
起
き
な
い
で
く
れ
る
ん
だ
と
思
う
。

　

自
然
任
せ
で
育
て
て
い
る
か
ら
か
な
ぁ
。
太
陽

の
下
で
風
に
揺
ら
れ
て
の
び
の
び
と
育
っ
た
野
菜

は
、
本
当
に
美
味
し
い
！
野
菜
嫌
い
の
子
も
、
自

分
で
収
穫
し
た
野
菜
を
サ
ラ
ダ
に
し
て
出
し
た
ら

ペ
ロ
ッ
と
食
べ
た
り
し
ま
す
。

　

あ
の
畑
は
、
私
が
3
年
前
に
、
以
前
の
持
ち

主
の
方
が
放
置
さ
れ
て
い
た
の
を
引
き
継
い
で

始
め
た
ん
だ
け
ど
、
せ
っ
か
く
な
ら
自
分
の
や
り

方
で
育
て
た
い
と
思
っ
て
。
本
や
動
画
を
参
考
に

試
行
錯
誤
し
て
、
い
ろ
ん
な
野
菜
を
無
農
薬
で

育
て
て
い
る
自
慢
の
畑
な
の
。

　
一
言
で
言
う
と
、
畑
仕
事
は
「
命
が
け
の
真

剣
勝
負
」
っ
て
こ
と
か
な
。
そ
ん
な
広
い
畑
で

は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
一
人
の
作
業
だ
か
ら
本

当
に
大
変
。
土
を
耕
す
だ
け
で
も
滝
汗
だ
し
、

山
の
麓
で
周
り
に
人
が
い
な
い
か
ら
、
熱
中
症

に
な
っ
た
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
自
分
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
。

　

逆
に
、
注
意
し
て
い
て
も
土
を
耕
す
た
び
に

ミ
ミ
ズ
や
カ
エ
ル
を
殺
し
て
し
ま
い
、
土
が
血

だ
ら
け
に
な
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
り
。
私
た
ち

が
食
べ
る
た
め
に
、
生
物
た
ち
の
命
ま
で
い
た

だ
い
て
い
る
ん
だ
な
っ
て
。

　

何
よ
り
も
、
土
の
中
の
微
生
物
や
ミ
ミ
ズ
、

受
粉
の
た
め
の
蝶
や
蜂
な
ど
、
多
く
の
生
物
の

力
を
借
り
な
い
と
野
菜
は
育
ち
ま
せ
ん
。
畑
の

命
の
営
み
を
知
っ
て
豊
か
な
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
だ
か
ら
、
野
菜
く
ず
に
米
ぬ
か
や
落

ち
葉
を
混
ぜ
て
、
腐
葉
土
を
作
る
こ
と
か
ら
始

め
た
の
。
腐
葉
土
を
土
に
混
ぜ
る
と
、
微
生
物

が
増
え
て
フ
カ
フ
カ
の
畑
に
な
る
の
よ
。

　　　

虫
が
苦
手
っ
て
言
う
子
、
多
い
の
よ
。
で
も
ね
、

森
に
は
た
く
さ
ん
の
虫
や
動
物
、
植
物
が
い
て
そ

れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る
の
。
そ
れ
を
知
れ
ば
き
っ

と
虫
と
も
仲
よ
く
な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

生
物
多
様
性
っ
て
難
し
い
概
念
だ
け
ど
、
私
な

り
に
ひ
と
言
で
表
す
と
「
命
の
つ
な
が
り
」。
そ

も
そ
も
、
虫
や
生
物
こ
そ
が
住
人
。
虫
が
た
く

さ
ん
棲
め
る
里
山
の
環
境
は
、
人
の
暮
ら
し
と

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
生
き
物
が
、
同

じ
生
き
物
で
あ
る
人
間
の
命
を
育
ん
で
く
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
も
森
を
守
る
必
要
が
あ
る
っ

て
思
う
ん
で
す
。

　
一
見
、
何
も
な
さ
そ
う
で
し
ょ
う
？ 

で
も
、
異

常
な
集
中
豪
雨
が
続
い
た
り
、
雪
質
も
変
わ
っ

て
ベ
タ
雪
が
多
く
な
っ
て
き
た
り
、
秋
の
紅
葉
が

色
付
か
ず
葉
が
茶
色
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
り
と
、

地
球
温
暖
化
で
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
は
確
実
に

壊
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
今
、
こ
の
辺
り
は
鹿
が
大
増
殖
し
て
い

る
ん
で
す
。
鹿
が
樹
皮
や
下
草
を
食
べ
尽
く
す
と
、

こ
の
美
し
い
ブ
ナ
の
森
は
枯
れ
て
、
壊
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
。
森
の
生
態
系
が
壊
れ
る
と
山
の
保
水
力

が
低
下
し
て
自
然
災
害
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な

く
農
業
も
林
業
も
立
ち
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

　

鹿
の
大
増
殖
は
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
顕
在
化
し

た
例
で
す
け
ど
、
待
っ
た
な
し
と
い
う
意
識
を
み

ん
な
で
共
有
す
る
の
は
簡
単
じ
ゃ
な
い
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
と
、
未
来
は
な

い
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

森
っ
て
”人
間
ら
し
さ
“を
取
り
戻
せ
る
場
所
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
人
間
の
存
在
や
小
さ
さ
を

知
っ
て
謙
虚
に
な
る
と
い
う
姿
勢
も
含
め
て
。
自

然
は
た
く
さ
ん
の
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る

け
れ
ど
、
一
方
で
自
然
の
力
っ
て
怖
い
で
す
よ
。

あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

森
で
の
体
験
を
通
し
て
子
供
た
ち
が
里
山
の
現

実
を
知
り
、
地
球
環
境
や
、
生
き
物
と
人
間
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ら

い
い
な
。
た
っ
た
ひ
と
つ
で
も
い
い
か
ら
、
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

森
は     

黄
色
信
号
、点
滅
中
!?
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● 里山は都会と大きく自然環境が異なります
　現地がどんな地域 ( 気候風土など ) なのか下調
   べをしましょう
● 受入れ先の方たちがどんな暮らしをしているか
　 想像力を膨らませてみましょう
● 現地の環境に合わせた服装と持ち物を準備しま
　 しょう

事
前
に

里山で楽しく過ごすための基本的なマナー 受入れ先リスト提出
必要軒数を割り出し、
所在地や家族構成などを
明記したリストを
学校団体様に提出

班名簿確定
学校団体様より 1 軒あたり４〜 10 名に班分けした名簿（ 弊社指定様式「受入れ先リスト」）を返信いただきます
名簿には、生徒氏名・アレルギー（食物・動物他）・配慮事項等の情報をご記入ください
※アレルギー・配慮事項等を確認した後、より詳細な生徒情報を受入れ先と共有するために
   ヒアリングを行います
※班名簿確定後に受入れ先の変更が生じる場合があります

手配の流れ
〜 2ヶ月前 1ヶ月前

● 気になること、分からないことがあったら、そのままにせず質問しましょう
● 嫌いなことも、苦手なことも、何でも挑戦してみましょう
● 受入れ先の方、班の仲間と積極的に話をして、一緒に活動しましょう
● 受入れ先での時間を大切に、そこでしかできないことをして過ごしましょう
● 困ったことや、体調が悪いと感じたら、すぐに受入れ先の方に伝えましょう
● 自然の中では楽しいことも危ないこともあります。受入れ先の方の話をよく聞いて活動しましょう
● 自然環境を守るため、まわりにある動植物の採取を控え、持ち込んだものは持ち帰りましょう
● その日に活動したことを振り返り、感じたことを言葉にして、受入れ先の方と仲間みんなで対話しましょう

現
地
で

長袖・長ズボン・上着※・カッパ（上下分かれているものをおすすめ）・汚れてもよい運動靴もしくは長靴・帽子・作業用手袋（フィットタイプ）・パジャマなど寝まき・
虫除けスプレー・タオル・洗面用具・常備薬　※夜は冷え込むことがあります。防寒着として羽織るものがあると安心です

服装
持ち物

 

芽吹きの春の季節が大好き芽吹きの春の季節が大好き
1日中、景色を1日中、景色を
見ていても飽きないよ見ていても飽きないよ

初夏はいろんな花が初夏はいろんな花が
楽しめますよ楽しめますよ

ワォーーーッ

暮らし方も、あり方も、こころざしも。個性あふれる地域のホストファミリー
田園エリア、高原エリア、谷川エリアと起伏に富んだ里山環境や、受入れ先によって異なる暮らしが体験できます。

到着 9:00 頃 / 出発 翌 13:00 頃

※エリアにより到着・出発時間に差が生じます
　（30 〜 50 分程度）

各受入れ先へは観光バスにて送迎
ホストファミリーがお出迎え・お見送りします

（先生立ち会いのもと）

最初はドキドキ緊張します

ガイドさんの楽しいお話は生態系や生物多様性について考えるきっかけに 絶景スポット「谷川岳・一ノ倉沢」にて折り返し

待ってました、この時を！
思いっきり走って、大声出せるー 火がつ、つかない。さあ、どうする？

肉の声を
聞くのだ！

採れたての野菜って
どんな味？

翌日は、自主的にお手伝い。
皿洗いも薪割りも、慣れてきたかも！？

みなかみ 月夜野・新治地区  民家 2・民宿 4
沼田市地区  民家 3・民宿 1
川場村地区  民家 2・民宿 2・ゲストハウス 1

道の駅「水紀行館」からの所要時間 : 30 〜40 分

みなかみ 藤原地区  ペンション 2・民宿 5
沼田市玉原地区  ペンション 4
片品村地区  ペンション 4・民宿 5

道の駅「水紀行館」からの所要時間 : 30 〜70 分

田園エリア 15 軒 20 軒高原エリア

みなかみ くるみ村・粟沢地区  ペンション 3・民宿 1

道の駅「水紀行館」からの所要時間 : 5 〜15 分

4 軒 4 軒谷川エリア

八木さん
モットーは、

「自分が楽しむ。一緒に楽しむ。」
自然のことなら、なんでも聞いてね

菊池さん
どんな子もみんなかわいい。
生徒さんと一緒に体験している時が
楽しくて、楽しくて

林さん
皆さんにも自給自足の
楽しさを存分に
味わって欲しいです

17:00 頃　ホテル チェックイン

8:30 頃　ホテル チェックアウト

夜 は お 楽しみ 県 民 お すすめ「上 毛 かるた 」で 勝負。
地域のこと、もっともっと知ろう！

勝負スイッチ
入ります！

2 日目 〜 3日目 地域の暮らしに入り込み、伝承される生活の知恵や工夫、様々な価値観に触れる「里山生活体験」

「自然の宝庫」を体感しながら、地域の課題に気づく。何事も臨機応変に対応する里山の「当たり前」を通して、
創造力や協働力を身につける。様々な方向から里山を探究し、自分の価値観を見つめ直すことができます。

みなかみ入り

ホテル

地域探究ハイキング

ホテル出発

各受入れ先

 昼食後、受入れ先出発里山生活体験

里山生活体験
8:30 頃

昼

9:00 〜

〜16:00

泊

初日 2日目 3日目

里山生活体験
期間：通年 
体験時間：1日（約 6 時間）〜
　　　　　ご要望に応じて
受入れ人数：4 〜 200 名
　　　　　（ 1 軒あたり 4 〜 10 名）
※ 受入れ軒数は変動する場合がありますので
    詳しくはお問い合わせください

多 角 的 に里 山を探 究できる 2 泊 3日プラン例

初日 圧倒的なスケールの自然を肌で感じながら自然と人の共生を考える「地域探究ハイキング」谷川岳・一ノ倉沢コース 6.6km 

集合 12:30 / 解散 16:00
「谷川岳ロープウェイベースプラザ」※

ガイドさんがお出迎え・お見送りします
※観光バスは駐車場にて待機
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…
ク
マ
を
獲
る
よ
う
に

　

な
っ
た
の
は
な
ぜ
?

…
ク
マ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

　

よ
く
聞
き
ま
す
。

…
最
後
に
、
僕
た
ち
学
生
に

　

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

モ
リ
さ
ん
が
ク
マ
猟
師
に

な
っ
た
ホ
ン
ト
の
理
由

…
な
ぜ
、
猟
を
始
め
た
の
?

山
の
恵
み
、
渓
の
恵
み

み
な
か
み
に
は
全
て
が
あ
る

…
モ
リ
さ
ん
流
、

　

み
な
か
み
の
楽
し
み
方
っ
て
?

ク
マ
撃
ち
は
、

野
生
と
野
生
の
真
剣
勝
負

…
初
め
て
ク
マ
を
撃
っ
た
と
き
の

　

話
を
聞
か
せ
て
。

　
…
そ
れ
で
、ク
マ
撃
ち
を

    

仕
事
に
し
た
ん
で
す
か
?

40

80

130

問いって何 ? どうやって見つけるの ?  地域の人と一緒に、問い続けていこう

楽しいだけじゃない。地域課題の解決と SDGs を両立している

まずは現地に行ってみることが、課題発見の第一歩

課題発見への導入として現地に赴き、地域の歴史、自然、成り立
ちなどメンバーと一緒にあらゆる視点で考察し答えを導き出しま
す。ゲーム感覚で地域を巡る、知力、体力、チーム力を要するフィー
ルドワークです 。

【班構成：1 班 5 〜 7 名】

みなかみ町のアウトドアアクティビティを牽引し続け、観光産業へ
と発展したリバー・ラフティング。自然環境に配慮しながら観光
に生かし、外国人ガイドを受入れることで共に発展してきました。
自然と人の共生、多様性を認め合い、持続可能な「観光立町」を
実現してきた、先駆的な成功事例です。　

【班構成：1 ボート 7 名】

3 日目 9:00 〜 12:00 課題解決の成功事例を体験するリバー・ラフティング

初日 13:00 〜 15:30 課題の見つけ方を体験する温泉街オリエンテーリング（班別行動）

「
ク
マ
猟
師
」

高
柳 

盛
芳(

た
か
や
な
ぎ 

も
り
よ
し)

通
称 

モ
リ
さ
ん

群
馬
県
水
上
町
生
ま
れ
。
自
動
車
整
備
工
、
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
な
ど
を
経
て
、
ボ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
。
地
域

文
化
と
し
て
の
釣
り
や
狩
り
の
技
、
ア
ウ
ト
ド
ア
遊
び

を
教
え
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
躍
。

地域の課題は多様。解決策はひとつではないかもしれない

2 日目 9:00 〜 15:00 地域課題に取り組む実践者との対話・体験型ワークショップ

これらの解決策はひとつではないでしょうし、その解決策が本当に
正しいのかそれすらもわかりません。でも、この地域が好きで何
とかしたいという気持ちから自分にできることを始めた人たちがい
ます。解決策を言われた通りに体験するのではなく、こうしたらど
うだろう？もっと違う方法があるのでは？子供たちなりに解決策を
一緒に考え実践するプログラムです。

【選択別 10 〜 40 名】

気になること、
聞いちゃおう!

20:00 〜 21:00

地域の人の職業講話・交流会

20:00 〜 20:30

活動の狙いを解説し、動機づけを促す
ファシリテーションを行います

「昔は便利に使われてきた竹。 今は誰も使わない。 新たな活用
法はないものか？」「コロナや戦争。 今までの常識が通用しない。
昔からの営みに解決のヒントはないものか？」

？？

なんで猟師を
しているの？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
俺
が
住
ん
で
い
る
、
み
な
か
み
町
の
高
日
向

地
区
で
は
、
鉄
砲
や
る
家
は
2
軒
く
ら
い
だ
っ

た
ん
だ
け
ど
ね
。
俺
ん
と
こ
は
お
爺
も
親
父
も

鉄
砲
撃
ち
で
、
俺
が
猟
を
や
る
の
は
自
然
の
流

れ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
最
初
の
猟
体
験
は
ウ
サ
ギ
だ
。小
学
5
年
に
な
っ

た
時
、
お
爺
が
家
の
裏
山
で
罠
の
仕
掛
け
方
を
教

え
て
く
れ
た
の
さ
。
ウ
サ
ギ
の
通
り
道
を
狙
っ
た

罠
の
掛
け
方
を
覚
え
た
こ
と
が
、
今
思
え
ば
ク
マ

獲
り
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
。
獲
物
の
行
動
を
よ

く
観
察
す
る
こ
と
が
、
猟
の
基
本
だ
か
ら
ね
。

　
最
初
は
大
物
猟
な
ん
て
や
る
つ
も
り
な
か
っ
た
よ
。

　
年
以
上
前
、
ま
だ
こ
の
辺
に
は
シ
カ
も
イ
ノ
シ

シ
も
い
な
く
て
、
山
奥
の
方
に
ク
マ
が
い
る
く
ら

い
。
そ
れ
に
お
爺
も
親
父
も
鳥
撃
ち
だ
か
ら
ク
マ

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
当
時
、
み
な
か
み
地
区
に
は
 
人
く
ら
い
の
猟
師

が
い
て
、「
ク
マ
を
獲
っ
て
一
人
前
」
と
い
う
気
風

の
土
地
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
鳥
撃
ち
は
何
か
と
馬

鹿
に
さ
れ
て
ね
。
そ
れ
が
し
ゃ
く
だ
っ
た
俺
は
何

と
か
ク
マ
獲
り
に
な
り
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
相

手
に
し
て
も
ら
え
な
い
。

　
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
、
た
っ
た
一
人
だ

け
「
お
め
え
ク
マ
獲
り
に
な
り
た
い
ん
か
い
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
通
称
「
将
軍
爺
」。

も
う
亡
く
な
っ
た
伝
説
の
ク
マ
獲
り
名
人
で
、
俺

に
と
っ
て
生
涯
の
師
匠
だ
。

　
最
初
は
25
歳
の
時
、師
匠
に
ク
マ
の
「
見
切
り
」

を
教
わ
っ
て
い
る
時
だ
っ
た
。「
見
切
り
」
っ
て
い

う
の
は
、
足
跡
と
か
エ
サ
を
食
っ
た
痕
跡
か
ら
ク

マ
の
行
動
を
読
む
方
法
だ
。

　
最
初
に
め
っ
け
た
の
は
爺
だ
。
尾
根
の
真
ん
中

に
黒
い
塊
が
い
て
、
エ
サ
を
食
っ
て
い
た
。「
こ
こ

か
ら
だ
と
遠
す
ぎ
る
か
ら
、
裏
か
ら
回
っ
て
お
前

が
撃
て
!
」
と
言
わ
れ
て
距
離
に
し
て
 
m
位
の

と
こ
ろ
ま
で
接
近
し
て
撃
っ
た
。
4
発
撃
っ
て
2

発
は
当
た
っ
た
の
に
倒
れ
な
い
。
な
ん
と
、
ク
マ

が
こ
っ
ち
へ
向
か
っ
て
き
た
。
弾
は
後
1
発
し
か

な
い
。
緊
張
で
足
が
ガ
タ
ガ
タ
震
え
た
ね
。

　
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
最
後
の
弾
を
ド
ン
と
撃
っ

た
ら
、
当
た
っ
て
転
げ
落
ち
た
。
け
ど
薮
に
入
ら

れ
て
取
り
逃
が
し
ち
ま
っ
た
。

　
失
敗
は
し
た
け
ど
、
俺
は
度
胸
っ
て
い
う
も
の

を
学
ん
だ
。
ク
マ
に
対
し
て
引
き
金
を
引
く
自
信

が
つ
い
た
の
さ
。

　
爺
は
ク
マ
獲
り
で
食
っ
て
い
た
け
ど
、
俺
は
本

業
が
別
に
あ
る
か
ら
仕
事
に
し
て
い
な
い
。

　
俺
に
と
っ
て
鳥
や
獣
を
獲
る
こ
と
は
、
子
供
の

頃
か
ら
生
活
の
一
部
だ
。
ご
先
祖
様
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
土
地
の
伝
統
の
よ
う
な
も
の
。
そ
の
意

味
で
、
都
会
に
住
ん
で
休
み
に
田
舎
に
出
か
け
て

鉄
砲
を
撃
つ
ハ
ン
タ
ー
と
は
、
猟
に
対
す
る
思
い

入
れ
が
違
う
ん
だ
。

　
ク
マ
撃
ち
は
動
物
と
人
間
、
野
生
と
野
生
の
真

剣
勝
負
だ
。「
見
切
り
」
を
し
て
「
こ
こ
に
確
か

に
い
る
」
っ
て
判
断
し
て
、
と
こ
と
ん
ク
マ
を
追

い
か
け
る
。
失
敗
す
れ
ば
逆
襲
さ
れ
る
か
ら
生
半

可
な
気
持
ち
じ
ゃ
撃
て
な
い
。
少
な
く
と
も
俺
は

ク
マ
を
含
め
た
自
然
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

大
事
に
し
て
い
る
。

　
み
な
か
み
で
も
餌
を
求
め
て
ク
マ
が
出
没
し
て

い
る
。
そ
れ
で
、お
役
所
が
駆
除
に
積
極
的
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
。

　
た
だ
、
俺
は
行
き
過
ぎ
た
駆
除
は
ど
う
か
と
思

う
。
ク
マ
を
ど
の
く
ら
い
お
っ
か
な
い
と
感
じ
る

か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
ど
、
絶
や
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
。

ク
マ
が
絶
滅
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、
自
然
界
へ
の

し
っ
ぺ
返
し
は
必
ず
来
る
だ
ろ
う
ね
。

　
イ
ワ
ナ
釣
り
だ
ろ
う
、
サ
ク
ラ
マ
ス
釣
り
だ
ろ

う
、そ
れ
に
沢
登
り
。マ
イ
タ
ケ
採
り
に
山
菜
採
り
。

米
や
野
菜
作
り
も
で
き
る
し
、ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
ジ
ャ

ム
や
ワ
イ
ン
も
楽
し
め
る
。

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
田
舎
が
い
か
に
恵
ま
れ
て

い
る
か
。
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
あ
る
お
客
さ
ん
の

ひ
と
言
だ
っ
た
。「
モ
リ
ち
ゃ
ん
ち
の
水
は
う
ま
い

ね
」。
こ
の
辺
じ
ゃ
、
普
通
の
沢
水
の
水
道
な
ん
だ

け
ど
感
激
し
て
帰
り
に
ボ
ト
ル
に
詰
め
て
も
っ
て

帰
っ
た
。
へ
え
、
そ
ん
な
に
違
う
も
ん
か
。
都
会
に

な
く
て
田
舎
に
あ
る
も
の
っ
て
、
つ
ま
り
こ
う
い
う

こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
ね
。

　
最
近
の
大
人
は
子
供
に
危
な
い
こ
と
を
さ
せ
な

い
け
ど
、
面
白
い
こ
と
っ
て
、
大
抵
は
危
な
い
ん

だ
よ
。
失
敗
し
て
肝
を
冷
や
す
こ
と
も
大
事
で
そ

こ
に
反
省
と
学
び
が
あ
る
と
思
う
。

　
俺
た
ち
は
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
、
欲
し
い
も
の

は
自
分
の
手
で
工
夫
し
て
作
っ
て
き
た
。
俺
は
学
校

の
勉
強
は
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
人
生
に
大

事
な
こ
と
は
み
ん
な
自
然
か
ら
教
わ
っ
た
気
が
す
る
。

　
刃
物
の
扱
い
方
、
火
の
お
こ
し
方
、
川
遊
び
、

楽
し
さ
も
怖
さ
も
ひ
っ
く
る
め
て
、
子
供
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
が
俺
た
ち
の
役
目
。
俺
た
ち
が
そ
れ

を
し
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
先
誰
が
教
え
る
ん
だ
?

と
思
っ
て
い
る
よ
。

大
事
な
こ
と
は
、ぜ
ん
ぶ
自
然
か
ら
教
わ
っ
た

地域フィールドを題材に、のびのびと話し、考え、問いを繰り返す。みなかみの人の生き様や考えに触れながら
生徒自身で事象を多面的に捉えるプログラムです。

多 様な課 題と向き合う 2 泊 3日プラン例

みなかみ入り

温泉街オリエンテーリング

ホテル ホテル

 みなかみ出発
地域実践者と対話・体験

リバー・ラフティング9:00

13:00

昼

泊

初日 2日目 3日目

選択制
課題発見型プログラム
／ 3日間例
期間：通年 
体験時間 ：1日〜ご要望に応じて
受入れ人数：15 〜 350 名

受入れ先の方に、子供たちがインタビュー

地域フィールドワーク〈 課題発見型プログラム 〉   
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谷川岳・一ノ倉沢コース
期間：5月下旬 〜11月中旬 
体験時間：3 時間 〜 1日
受入れ人数：20 〜 200 名（ 1 班 13 〜 15 名／ガイド）
※雨天の場合、コースのアレンジあり

ガイドさんが
お出迎え・お見送りします リュックサック・汚れてもよい服装（長袖・長ズボン※肌が出ないようにハイソックスでガード）・ 汚れてもよい運動靴（滑りにくく、履き慣れた運動靴がおすすめ）・

軍手等の手袋（※体験内容によってはガーデニング用が適している場合もあり）・ 帽子・ タオル・水筒またはペットボトル（500ml 1〜２本分相当）・ 傘・レインウェア・
虫除けスプレー・日焼け止め・常備薬・ゴミ袋　※草木による刺激や虫さされ対策として、肌を出さないよう服装に注意してください

服装
持ち物

● 普段と環境が異なる自然の中での活動です
　 現地の気候・風土など下調べをしましょう
● 活動の目的を十分に理解して臨みましょう
● 現地の環境に合わせた服装と持ち物を準備
   しましょう

対話を楽しむための基本的なマナー

● 自然の中は楽しいことも危険なこともあります。指導者の話や注意事項をよく聞いて行動しましょう
● 水や風の音を聞いたり、多様な動植物などを観察してみましょう
● 地元の人に、勇気を出して話しかけてみましょう
● 気になること、分からないことはそのままにせず、指導者に質問しましょう
● 貴重な自然を損なわないために、動植物を採取したり傷つけたりすることは禁止されています
　持ち込んだゴミなどは必ず持ち帰りましょう
● 工具などを使う場合は適切に扱い、周囲にも十分配慮しましょう
● その日に活動したことを振り返り、感じたことを言葉にして、仲間と共有しましょう

現
地
で

班に分かれ、個性豊かなガイドさんと対話しながら歩きます

登山ブームを後押しした
日本一のモグラ駅「土合

（どあい）駅 」は必見！

あ
の
山
の
向
こ
う
は

ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
　

移
住
者
が
主
役
に
な
れ
る
町

地域の自然・風土に触れ、人との真剣  な対話を通して「本物」を体験しよう

うちは江戸時代から10代 続く農家です。私の代に
なって、約30年前に養蚕農家からリンゴやブルー
ベリーなど果樹農家に転向しました。高齢化など
で離農する家も少なくない中、加工品作りなど 6
次産業化も積極的に進めてこの豊かな土地を次代
に残したいと思っています。りんご狩り、米や野
菜などの農業体験を通じて、普段何気なく食べて
いるものがどれだけの手間をかけて作られている
かを知ってほしいし、自給率など大きな視点で未
来の食を考えるきっかけになってほしいですね。

食の豊かさを次代に残す方法を
考えてほしい
ふれあいの家
本多 貞良さん

昔はどこの家でも、夜なべをしてぞうりを何足も
編んで履いていたんですよ。私の父も手先が器用
で様々な生活用具を手作りしていました。その姿
を見て育ったから、私にも感覚が残っているんで
すね。一見、シンプルなわら細工ですが、やって
みると根気が必要です。苦労して自分の足に合っ
たぞうりを完成させた子供たちは大きな達成感を
感じるようです。何でも簡単に手に入る時代です
が、苦労することが生きる力にもなることが伝
わったら嬉しいです。

「苦労する」ことこそ、生きる力

わら細工の家
阿部 良子さん

毎年秋に開催される地域の豊楽まつりで使われる
お面を作り続けてきた父。亡き後も受け継いだお
面作りの楽しさとおもてなしの心を伝えていま
す。絵つけ体験に来てくれる子供達が楽しんでく
れるのが嬉しくて、伝統の天狗面だけでなく時代
に合わせたお面を取り入れて工夫しています。こ
こまで足を運んでくれた方々のために、珍しい農
作物を使った加工品作りにも挑戦中。生活の中で
身についた技や風習が人の喜びになる「おめんの
家」が生きがいです。

原点は、「人に喜んでもらうこと」

おめんの家
髙橋 はつ子さん

中島 正二
(なかじま しょうじ)

谷川岳の麓で生まれ、半世紀
以上にわたり登山ガイドを続
ける。様々なメディアにも登
場する「山岳会の名物ガイド」。

松原 美成子
(まつばら みなこ)

趣味のバックカントリースキ
ー好きが高じて埼玉県から移
住し、今や名実ともに、中島 
正二さんの後継者として活
躍。二児の母。

農業体験
期間 ： 5 月中旬 〜10月下旬（天候状況により変動）
体験時間：2 時間 30分 〜 終日（約5時間）
受入れ人数：10 〜 150 名
※ 雨天の場合、田植え・稲刈りは中止

わら細工 工芸体験
期間：通年 
体験時間：１時間 〜
受入れ人数：5 〜 10 名

おめん 絵付け体験
期間：通年 
体験時間：１時間 〜
受入れ人数：1 〜 50 名

水をテーマに地方と都市のつながりや自然と人の共生を考える「地域探究ハイキング」
自然と人が上手に共生しているとして、ユネスコエコパークに登録されたみなかみ町。谷川岳・一ノ倉沢コースは多様で希少な動植物が豊富で、独特の生態系が
見られます。この手つかずの原生的な自然環境が利根川最初の一滴を生み出し、関東の水瓶として首都圏約 3,000 万人の暮らしを支えています。源流の水の冷たさ、
透明感、空気のおいしさなどを五感で感じとりながら、人と自然が調和して生きることの意義を考える探究プログラムです。

事
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

正
二
さ
ん
が
登
山
ガ
イ
ド
に
な
っ
た
き
っ
か
け
っ
て
? 

子
供
の
頃
か
ら
、
谷
川
岳
の
裏
側
は
ど
ん
な
景
色
だ
ろ
う
と
想

像
し
て
い
た
ん
だ
。
小
学
校
5
年
生
の
時
に
初
め
て
登
っ
た
ら
、

後
ろ
も
ず
ー
っ
と
山
が
続
い
て
る
ん
だ
と
わ
か
っ
た(

笑)

。
晴

れ
て
い
れ
ば
、
遠
く
は
富
士
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
ま
で

　
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
だ
か
ら
ね
。
で
も
、
た
だ
登
る
だ
け
じ
ゃ

本
当
の
魅
力
は
わ
か
ら
な
い
。
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
説
明
し
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
た
ん
だ
。

正
二
さ
ん
の「
登
頂
だ
け
が
ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
。
過
程
が
大
事
」

と
い
う
考
え
、
本
当
に
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
。
私
の
子
育
て
方

針
に
も
し
て
い
る
ん
で
す
よ(

笑)

。

谷
川
岳
っ
て
、
僕
に
と
っ
て
故
郷
の
山
で
も
あ
る
け
ど
、
様
々

な
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
何
十
年
と
登
っ
て
い
て
も
、
毎
回

違
う
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
登
る
過
程
で

い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
ら
い
い
よ
ね
。

そ
う
! 

み
な
か
み
の
自
然
の
奥
深
さ
、
色
、
匂
い
、
水
の
味
、

都
会
の
自
然
と
の
違
い
を
五
感
で
感
じ
て
ほ
し
い
な
ぁ
。

松
原
さ
ん
は
、
登
山
ガ
イ
ド
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
な
か
っ
た

ん
だ
よ
ね
。

そ
う
で
す
よ
ー
。
子
育
て
し
な
が
ら
専
業
主
婦
し
て
い
た
ん
で

す
か
ら
。

で
も
、
夫
婦
共
通
の
趣
味
が
「
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
」

だ
し
、
か
な
り
の
ア
ウ
ト
ド
ア
派
だ
よ
ね
。

自
然
も
、
体
を
動
か
す
こ
と
も
、
大
好
き
だ
か
ら
。
で
も
、
正
二

さ
ん
に
「
登
山
ガ
イ
ド
、
や
っ
て
み
な
い
?
」
と
誘
わ
れ
た
時
は

「
そ
ん
な
の
無
理
で
す
!
」
っ
て
、
一
度
は
断
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

僕
は
、
絶
対
向
い
て
い
る
と
思
っ
た
よ
。
足
腰
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
し
、
何
よ
り
人
柄
が
明
る
い
。

正
二
さ
ん
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
て
飛
び
込
ん
だ
ら
、
今
じ
ゃ

趣
味
も
仕
事
も
全
部
、
山
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
山
に
登
っ
て
ま
す
。

家
庭
も
顧
み
ず(

笑)

。

も
っ
と
早
く
始
め
れ
ば
よ
か
っ
た
。

す
っ
か
り
ハ
マ
ッ
た
ね(

笑)

。
意
外
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
登

山
ガ
イ
ド
っ
て
僕
の
よ
う
な
地
元
出
身
者
は
少
な
く
て
、
ほ
と

ん
ど
が
松
原
さ
ん
の
よ
う
な
移
住
組
。
で
も
そ
れ
っ
て
僕
の
願

い
で
も
あ
る
。

こ
の
大
自
然
を
気
に
入
っ
た
人
が
来
て
く
れ
て
、
結
婚
し
て
子

供
を
作
っ
て
、
根
を
下
ろ
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。

逆
に
、
み
な
か
み
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
、
こ
の
自
然
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
る
か
も
。
だ
っ
て
、
私
の
子
供
た
ち
も
山
に
は

興
味
が
な
く
て
、
将
来
は
都
会
に
出
た
い
っ
て(

笑)

。

み
な
か
み
っ
て
昔
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人
を
受
入
れ
る
土
地
柄
な

ん
だ
よ
。
街
道
に
位
置
し
た
温
泉
街
だ
か
ら
、
外
か
ら
働
き
に

来
る
人
も
多
か
っ
た
。

今
で
も
、
他
県
人
は
も
ち
ろ
ん
外
国
の
方
も
多
い
で
す
も
ん
ね
。

多
様
性
を
受
入
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
風
が
入
っ
て
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
。
人
も
、
自
然
へ
の
愛
も
、
循
環
し
て
い
く

の
っ
て
い
い
で
す
ね
!

松
原

中
島

松
原

　中
島

松
原

中
島

松
原

　中
島

松
原

中
島

松
原

中
島

松
原

中
島

松
原

中
島

松
原

自
然
を
愛
す
る
想
い
は
循
環
す
る
！

集合 12:30 / 解散 16:00
「谷川岳ロープウェイベースプラザ」※

※観光バスは駐車場にて待機

360

里山の風土の中で伝承されてきた農と工芸
昔から循環型の暮らしの中で育まれてきた知恵と技。

「必要なものは自分たちで作る」里山の当たり前を伝える人々との交流を通して「伝承する意義」を考える対話型プログラム。
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動きやすく汚れてもよい服装と運動靴※・飲料水・タオル・虫除けスプレー・日焼け止め・傘　※室内活動の場合は、上履きを用意服装
持ち物

より良い関係づくりのための基本的なマナー

● 自然には楽しいだけでなく、危険なこともあります　
　必ずファシリテーター の指示に従いましょう
● 体調が悪いと感じたら我慢せずスタッフに伝えましょう
● 自然環境の保護のためにゴミは持ち帰りましょう

現
地
で

● 「学校に行くのが楽しい」、「このクラスで
   良かったと思えるクラスとは？」自分なりに
  考えをイメージしてみましょう
● 現地の状況に合わせた服装と持ち物を準備
   しましょう

事
前
に

● 学校生活でも「まず、やってみる」
　と「振り返る」の体験を思い出し、
　 実践してみましょう

旅
行
後

まず、
やってみる

TRYTRY

振り返る

REFLECTREFLECT

失
う
も
の
は
な
い
か
ら
、

ま
ず
は
や
っ
て
み
る

…
稲
田
さ
ん
、
ス
ゴ
イ
! 

ど
う
し
た
ら 

    

そ
ん
な
に
強
く
な
れ
る
の
?

家
族
も
チ
ー
ム
。

個
性
を
認
め
合
っ
て
い
き
た
い

…
何
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に

    

な
ろ
う
と
思
っ
た
の
?

…
海
外
で
働
く
の
っ
て

　

大
変
そ
う
…
。

…
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
っ
て

　

難
し
い
か
も
。

海
外
で
、初
め
て
自
分
を
見
つ
め
直
し
た

…
今
ま
で
で
、
一
番
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

体
験
は
何
で
す
か
?

…
私
た
ち
学
生
に

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
持
ち
味
は
違
う
。
だ
か
ら
面
白
い

25

コミュニケーションは得意? 苦手? 仲間のことを、もっと、もっと知ろう

いちばん大切に
していることって？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
歳
か
ら
3
年
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ウ

ト
ド
ア
会
社
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
い

た
こ
と
か
な
。

　
海
外
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
就
職
す
る
っ

て
、
や
っ
ぱ
り
簡
単
じ
ゃ
な
い
よ
。
体
も
大
き
く
な

い
し
、
語
学
力
の
ハ
ン
デ
も
あ
る
。
中
で
も
、
一
番

苦
労
し
た
の
は
マ
イ
ン
ド
の
切
り
替
え
だ
っ
た
。

　
日
本
に
い
る
と
、
周
り
の
空
気
を
読
ん
で
、
な

ん
と
な
ー
く
協
調
し
て
い
れ
ば
物
事
は
進
ん
で
い

く
け
ど
、
海
外
じ
ゃ
そ
う
は
い
か
な
い
。
自
分
の

意
見
を
主
張
し
な
い
人
は
、
い
な
い
の
と
同
じ
。

そ
う
な
る
と
仕
事
も
続
け
て
い
け
な
い
し
、
生
活

す
ら
で
き
な
い
。

　
人
生
で
初
め
て
、
必
死
で
自
分
を
見
つ
め
直
し

て
、
何
で
勝
負
す
る
か
を
戦
略
的
に
考
え
た
よ
。

当
時
は
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
人
観
光
客
が
増

え
だ
し
た
頃
だ
っ
た
か
ら
、
日
本
人
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
自
分
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
お
客
さ

ん
は
安
心
す
る
は
ず
だ
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
し
て
、
社

員
に
し
て
も
ら
っ
た
(笑
)。

　「
で
き
な
い
と
言
わ
な
い
」こ
と
か
な
。
こ
れ
は
、

オ
ー
ジ
ー
の
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
な
ん
だ
け
ど
ね
。

　
日
本
人
は
謙
虚
だ
か
ら
、
つ
い
自
信
が
な
い

雰
囲
気
を
出
し
て
し
ま
う
。
だ
け
ど
、
海
外
の

人
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
で
も
「
俺
に
任
せ

ろ
」
と
自
信
満
々
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
っ
て
、

引
き
受
け
て
か
ら
後
で
調
べ
る
。
そ
れ
で
い
い
ん

だ
と
納
得
し
て
、
真
似
し
た
よ
。

　
こ
っ
ち
は
失
う
も
の
は
な
い
し
、
失
敗
し
た
っ

て
日
本
に
帰
れ
ば
い
い
だ
け
だ
。
そ
う
開
き
直
っ

て
、
た
と
え
未
経
験
で
も
「
俺
に
や
ら
せ
て
ほ

し
い
」
と
自
分
か
ら
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス
を
取
り
に

行
っ
た
。
ま
た
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
時
は
、
ぶ

つ
か
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
で
自
分
の
意
見
を
堂
々

と
言
う
よ
う
に
し
た
よ
。

　
こ
の
時
の
経
験
が
今
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

(

参
加
者
を
巻
き
込
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
を
作
る
役
割) 

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
僕
が
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
、
み
ん
な
に
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
こ
と
の
一

つ
が
ま
さ
に
そ
れ
な
ん
だ
。

　
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー
同
士
な
ら
、
当
然
最
初
は

様
子
見
か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
声
の
大
き

な
リ
ー
ダ
ー
格
の
子
に
従
っ
て
他
の
子
が
我
慢
す

る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
一
時
的
に
雰
囲
気
が
悪
く
な
っ

て
も
い
い
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
違
う
持
ち
味
を
出

し
て
い
け
ば
い
い
。

　
ぶ
つ
か
る
の
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
ね
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
ま
っ
す
ぐ
合
わ
さ
る
と
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
る
け
ど
、
角
度
を
変
え
て
う
ま
く
絡
め
れ
ば

お
互
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
誰
も
取
り
残
さ
ず
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら

し
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
他
人
の
良
さ
と
う
ま
く

絡
み
合
う
。
そ
ん
な
体
感
が
で
き
る
メ
ソ
ッ
ド
だ

か
ら
僕
は
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
の
子
供
が
小
学
校
5
年
生
く
ら
い
だ
っ
た

か
な
ぁ
。
こ
れ
か
ら
子
供
が
大
き
く
な
っ
て
い
く

中
で
、
昔
の
限
ら
れ
た
自
分
の
価
値
観
で
接
す

る
よ
り
は
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
多

く
の
子
供
た
ち
と
接
す
る
体
験
が
子
育
て
の
助

け
に
な
る
か
も
と
思
っ
た
ん
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
は
そ
ん
な
に
う
ま
く
は
い
か

な
か
っ
た
。
親
子
は
距
離
が
近
い
か
ら
難
し
い
よ

ね
。
で
も
、
家
族
も
チ
ー
ム
だ
と
思
う
と
ど
う

だ
ろ
う
。
親
だ
か
ら
っ
て
子
供
に
自
分
の
答
え

を
押
し
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
。

　
親
は
よ
か
れ
と
思
っ
て
つ
い
先
回
り
し
が
ち
だ

け
ど
、
実
は
答
え
は
す
で
に
子
供
の
中
に
あ
っ
た

り
す
る
。
親
と
し
て
の
僕
の
役
割
は
、
子
供
が
自
分

自
身
で
答
え
探
し
を
す
る
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
よ
。

　
全
て
の
人
は
必
ず
、
才
能
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
他
の
人
と
は
違
う
良
さ
を
、
自
分
で
気

づ
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、

「
才
能
は
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
自
分
で
信
じ
る
こ

と
が
す
ご
く
大
切
だ
と
思
う
。

　
才
能
に
気
づ
き
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
、

結
局
誰
か
へ
の
貢
献
に
も
な
っ
て
、
最
終
的
に
結

果
に
も
結
び
つ
く
。
僕
は
、
み
ん
な
の
才
能
を
見

つ
け
て
伸
ば
す
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

あたり前って何？

ひとりじゃないから

 

失
敗
は
O
K

！

想
定
外
が
起
こ
る
の
は
想
定
内

チームビルディングと掛け合わせることで相乗効果が期待できる季節のプログラム

春 夏 冬 通年

田植え　 リバー・ラフティング 雪上運動会 オリエンテーリング

気になること、
聞いちゃおう!

みなかみで得た気づきを学校生活で実践してみよう
それぞれの個性を

理解する
話し合いの場を

つくることができる
協力できる

関係性をつくる

やったぁ

なかなか
うまくいかない…

やばっ

なるほど

ちょっとまって
えっ。無理だよ〜

ちょっと、ちょっと！
助けて〜

なるほど。
それアリかも！

いいネ

どうしようか…

やってみよーよ

こんな感じ

じゃあどうする?

これならできるかな?
もっといいやり方ない?

「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」

稲
田 

勇
人(

い
な
だ 

は
や
と)

ミ
ネ
ソ
タ
州
S
o
u
t
h 

S
t.
P
a
u
l
高
校
卒
業
。

帰
国
後
、
大
学
在
学
中
に
交
換
留
学
生
の
お
世
話
や
、

海
で
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
（
人
命
救
助
活
動
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ウ
ト
ド
ア

会
社
に
就
職
後
、
帰
国
し
て
日
本
の
ア
ウ
ト
ド
ア
会
社

に
就
職
。
独
立
後
、
み
な
か
み
町
で
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

を
経
営
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
わ
る
。

チームビルディング

みなかみ入り

ホテル ホテル

 みなかみ出発オリエンテーリング

リバー・ラフティング9:00

13:00

昼

泊

初日 2日目 3日目

チームビルディング
期間：通年 
体験時間： 3 時間 〜１日
受入れ人数：10 〜 250 名

【班構成：1 班 15 〜 17名】

受入れ先の方に、子供たちがインタビュー

げっできない?

旅行の目的やクラスの課題を伺い、オーダーメイドで応えるプログラム。
導入として行うチームビルディングで得た様々な気づきはその後の活動につながり、コミュニケーション力を高めます。

目標に向かって仲間と協力する 2 泊 3日プラン例
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安全に楽しく活動するための基本的なマナー

● 自然には楽しいだけでなく、危険なこともあります。必ずガイドの指示に従いましょう
● 分からないことがあったら、そのままにせずガイドに質問しましょう
● 体調が悪いと感じたら我慢せず、すぐにガイドに伝えましょう
● 自然環境の保護のためにゴミは持ち帰りましょう

現
地
で

● 活動の目的を十分に理解して臨みましょう
● 現地の気候、プログラムの特徴に合わせた
　服装と持ち物を準備しましょう

事
前
に

 服装・持ち物

 服装・持ち物  服装・持ち物

 服装・持ち物

 服装・持ち物

楽
し
い
! 

だ
け
じ
ゃ
な
い
、

心
と
体
へ
の
プ
ラ
ス
効
果

…
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、

　

ス
ト
レ
ス
発
散
で
き
そ
う
〜
。

…
剛
さ
ん
の
子
供
の
時
代
と
、
今
の
子
供
、
　

違
い
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

み
な
か
み
の
自
然
は

ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス

…
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の
仕
事
を

    

始
め
た
き
っ
か
け
っ
て
?

…
最
後
に
、
僕
た
ち
学
生
に

　

伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

「
好
き
」を
仕
事
に
し
て
い
る

大
人
に
出
会
え
る

…
本
当
に
こ
の
仕
事
が

　

好
き
な
ん
で
す
ね
。

レイク・カヌー
期間 ： 5 月上旬 〜10月下旬
体験時間：3 時間 〜
受入れ人数：4 〜 100名
※ 雨天の場合、工芸体験に振替

谷川岳・一ノ倉沢ハイキング
期間 ： 5 月下旬 〜11月中旬
体験時間：3 時間 〜1日
受入れ人数：20 〜 200名（13 〜15 名 / ガイド）
※ 雨天の場合、コースのアレンジあり

谷川岳・一ノ倉沢のハイキングコースは
ダイナミックな自然と絶景を楽しめるこ
とで人気です。森のマイナスイオンを全
身に浴びながら緩やかな山道を歩くこと
で心身が解放され、本来のバイオリズム
を取り戻します。山を知り尽くしたガイ
ドが自然界の美しさや不思議をナビゲー
トします。

マイナスイオンを全身に
浴びながらハイキング

リバー・ラフティング
期間 ： 5 月下旬 〜10月下旬
体験時間：3 時間 〜
受入れ人数：10 〜 300名
※ 荒天や水位が上下した場合、
  レイク・ラフティングまたは工芸体験に振替

キャニオニング
期間 ： 5 月下旬 〜10月上旬
体験時間：3 時間 〜
受入れ人数：8 〜 40名
※ 荒天や水位が上下した場合、
  レイク・ラフティングまたは工芸体験に振替

利根川上流をダイナミックに川下りする
リバー・ラフティング。日常ではあまり
使わない筋肉や神経など、身体の様々な
機能が刺激され、適応力を高めます。ヘ
ルメット、ウエットスーツ、ライフジャ
ケット等の装備を着けて、熟練のインス
トラクターが指導しますので、安心して
活動できます。

緊張とリラックスを楽しむ
ダイナミックな川下り　　

水の力が作りだした天然のウォータース
ライダーを滑って遊んだり、大きな天然
のプールに飛び込んで泳いだり。日常の
生活では絶対に味わえない、本物の大自
然との一体感を体験できます。専用の装
備を身に着けて、専門インストラクター
の指導のもとで安全に活動します。

キャニオン（渓谷）で
なければできない冒険体験

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
」

小
柿 

剛(

こ
が
き 

ご
う)

大
阪
府
出
身
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
中
に
ケ
ア
ン
ズ

で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
出
会
い
、
ガ
イ
ド
を
目
指
す
。

1
9
9
6
年
か
ら
み
な
か
み
町
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
、
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

し
て
活
躍
中
。

美しい原生の自然を2 人乗りのカヌーで
探検するプログラム。止水域（湖面）で
の活動のため、静かな環境で自分の心に
向き合えます。リラックスしながら集中
力が高まるという理想的な心身の状態を
体験できます。インストラクターがカ
ヌーの漕ぎ方や安全についてサポートし
ます。

静かな湖面で
感覚を研ぎ澄ます

今

気になること、
聞いちゃおう!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
語
学
留
学
で
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
め

て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
て
ハ
マ
ッ
ち
ゃ
っ
て
。

帰
国
後
、
縁
あ
っ
て
み
な
か
み
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
み
な
か
み
の
自
然
っ
て
実
は
世
界
一
級
。
利

根
川
上
流
の
水
量
と
谷
川
連
峰
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
そ
っ
く
り
な
ん
で
す
。「
ア

ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
る
み
な
か
み
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
気
づ
い
て
以
来
、
み
な
か
み
で
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
は
全
力
を
出
す
か
ら
、
眠
っ
て

い
た
動
物
的
な
力
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
ん
だ
と

思
う
。
始
ま
る
前
と
後
で
は
み
ん
な
の
顔
つ
き

が
全
く
違
っ
て
る
。

　
例
え
ば
、
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
「
ス
ノ
ー

心
と
体
の
中
に「
眠
っ
た
力
」を
呼
び
覚
ま
せ

シ
ュ
ー
」
は
、
高
い
積
雪
の
上
を
約
2
時
間
歩
く

と
体
幹
を
使
っ
た
全
身
運
動
に
な
る
し
、
そ
れ
以

上
に
、
予
想
も
し
て
い
な
い
こ
と
の
連
続
。
谷
川

岳
麓
を
森
の
中
か
ら
雪
原
に
か
け
て
歩
く
コ
ー

ス
は
、
風
景
と
地
形
が
次
々
と
変
わ
る
か
ら
特

に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
。
運
が
良
け
れ
ば
、
カ
モ
シ

カ
や
オ
コ
ジ
ョ
、
テ
ン
な
ど
に
出
会
う
こ
と
も
。

大
歓
声
で
雪
合
戦
し
た
り
、
天
然
の
滑
り
台
み

た
い
な
坂
道
を
滑
っ
て
み
た
り
。
忙
し
い
都
会

の
日
常
で
は
、
こ
ん
な
外
遊
び
も
な
く
な
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
そ
れ
と
、
雪
景
色
の
中
を
無
心
で
歩
い
て
い

る
と
ね
、
意
識
が
内
側
に
向
い
て
い
く
の
を
感

じ
る
ん
だ
。日
頃
の
イ
ラ
イ
ラ
や
焦
り
が
ス
ー
ッ

と
消
え
て
、「
心
が
整
う
」
っ
て
こ
う
い
う
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
う
よ
。

　
毎
日
、
嫌
だ
な
と
思
っ
て
満
員
電
車
に
揺
ら
れ

て
出
勤
す
る
仕
事
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
今
日
は
ど

ん
な
人
に
出
会
え
る
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
喜
ん
で
も
ら
お
う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
が
良

い
と
こ
ろ
。
何
よ
り
も
、
毎
日
の
よ
う
に
表
情
を

変
え
る
み
な
か
み
の
自
然
に
、
僕
ら
は
惚
れ
込
ん

で
い
る
か
ら
ね
。

　
ガ
イ
ド
以
外
に
も
、
こ
の
土
地
を
選
び
、
暮
ら

し
て
い
る
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
信
念
を
持
っ
て

働
い
て
い
る
人
ば
か
り
だ
か
ら
、
積
極
的
に
話
し

か
け
る
と
い
い
と
思
う
。
先
生
で
も
親
戚
で
も
な

い
大
人
と
心
開
い
て
話
す
経
験
は
貴
重
だ
よ
。

　
個
人
的
な
感
想
で
す
が
、「
い
い
子
」
が
増
え

た
な
ぁ
。
い
わ
ゆ
る

「
や
ん
ち
ゃ
な
子
」

は
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
っ
て
、
み
ん
な

素
直
で
い
い
子
。
こ

れ
は
や
は
り
、
周
り

の
大
人
た
ち
が
先

回
り
し
て
、
挫
折
や

失
敗
が
な
い
よ
う

お
膳
立
て
し
て
き

た
結
果
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。
　
　

　
学
校
、
部
活
、
塾
と
や
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、

敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
無
難
に
走
っ
て
い
る
か

ら
、「
〜
し
た
い
!
」
と
自
分
の
内
側
か
ら
湧
き

上
が
る
衝
動
で
動
い
た
り
し
な
い
。
常
に
周
り
の

空
気
を
読
ん
で
い
る
分
、
本
当
の
気
持
ち
を
抑
え

込
ん
で
し
ま
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

　
最
近
は
S
N
S
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
何
で

も
効
率
的
に
こ
な
す
こ
と
が
正
し
い
か
の
よ
う
に

見
え
る
。
失
敗
し
そ
う
な
こ
と
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

せ
ず
、「
無
理
」と
す
ぐ
口
に
し
ま
す
。
僕
は「
や
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
よ
」
と
よ
く
言
う
ん
だ

け
ど
、
う
ま
く
い
か
な
い
時
こ
そ
人
は
成
長
す
る
。

　
僕
ら
は
、
今
日
の
失
敗
を
自
慢
に
思
え
る
よ
う

な
、
挑
戦
を
楽
し
め
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　ナップサック・水着・濡れてもよい運動靴※・タオル・コンタクトの方はゴーグル、
メガネの方はメガネバンド　※スニーカー、スポーツサンダルなど足にフィットするもの。ビーチサンダル・
クロックス不可（濡れた岩の上は滑りやすく、水中では脱げてしまうため着用不可）

　　　　　　　リュックサック・長袖・長ズボン※1・レインウェア・履きなれた運動靴・帽子・水分・
タオル・ゴミ袋 ※2・虫除けスプレー　
※1 体温調整ができる服装　※2 ゴミは持ち帰る

　　　　　　　動きやすく濡れてもよい服装・レインウェア・濡れてもよい運動靴やサンダル※・
タオル・帽子・サングラス・蓋の閉まる飲料水
※春・秋は水が冷たい場合がありますので、長靴がおすすめ

　　　　　　　ナップサック・水着・タオル・コンタクトの方はゴーグル、メガネの方はメガネ
バンド　※運動靴はこちらで用意

スノーシュー
期間 ： 12 月下旬 〜3 月上旬
体験時間：3 時間 〜1日
受入れ人数：5 〜 150名

スノーシュー (西洋かんじきと呼ばれる雪上歩行の道具 )
を履いて雪原を歩くアクティビティ。足裏の感覚を使う
ことで、バランス感覚を取り戻しやすくなるだけでなく、
一面雪景色の静かな環境にいると意識が内側に向くの
で、心身の自己調整力を高めるトレーニングになります。

雪の上で自己調整力を高めるスノーシュー

　　　　　　　　リュックサック・スキーウェア・冬用
手袋・ニット帽・スノーブーツ・サングラスまたはゴー
グル・ネックウォーマー・日焼け止め・着替え用のイン
ナー・フリース等の防寒着・タオル
※体温調整ができる服装の準備をおすすめします

緊張の高どまり
（リラックスできない状態）

シャットダウン
（動けない状態）

時間

緊張

リラックス

自
律
神
経
の
活
性
度

緊張の低どまり
（やる気がでない状態）

“ 現代人のストレスと自律神経系の凍りつき ”（監修 : 環境神経学研究所代表　藤本 靖氏）

みなかみでは、その豊かな自然や資源を現代人のヘルスケアに活かすプロジェクトがスタート。子供から大人ま
で抱えているストレスや疲れを癒すために、自然の中でのアクティビティを通して緊張とリラックスのバランスを整
え、本来のバイオリズム ( ＝生命力 ) が回復することを目指しています。

自然と人の資源を最大限に活かす、みなかみヘルスツーリズムプロジェクト

なんでその仕事
しているの?

受入れ先の方に、子供たちがインタビュー

楽しいだけじゃない。大自然  の中で、心と体に活力を！
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雪国の生活を楽しむための基本的なマナー

● 気になること、分からないことがあったら、そのままにせず受入れ先の方に質問しましょう
● 嫌いなことも、苦手なことも、何でも挑戦してみましょう
● 受入れ先の方、班の仲間と積極的に話をして、一緒に活動しましょう
● 受入れ先での時間を大切に、そこでしかできないことをして過ごしましょう
● 冬の自然環境は楽しい反面、危険も潜んでいます。受入れ先の方の指示に従いましょう
● 活動したことを振り返り、感じたことを言葉にして、受入れ先の方と班の仲間で対話しましょう

現
地
で

● 冬の里山は、都市の気候風土と大きく異なります
   現地の自然環境や暮らしについて下調べをしましょう
● 受入れ先の方たちの日常を想像し、お話ししたいこと体験したい
　ことなどをまとめておきましょう
● 冬は気温も低く、雪で足下が滑りやすく歩きにくい場合があります
　現地の環境に合わせた服装と持ち物を準備しましょう

事
前
に

　

窓口のご対応

「みなかみ町体験旅行」の受入れ体制と緊急時対応について
役場や観光団体等と連携し、町内および近隣市町村の観光事業者をとりまとめ、学校団体様や旅行業者様が安心
して円滑に旅行実施ができるように企画から旅行実施後までサポートします。

  
農
家
民
泊

  

体
験
施
設

  

宿
泊
施
設

  

土
産
飲
食
店

  

ア
ウ
ト
ド
ア

学校団体様 旅行業者様

予約・手配・清算

  

み
な
か
み
町
役
場

  

み
な
か
み
町
観
光
協
会

  

町
内
外
観
光
団
体

連携

うわ〜、かまくらの中ってとっても静かで幻想的！

テンションが上がる〜★

到着 12:00 頃 / 出発 翌13:00 頃

各受入れ先へは観光バスにて送迎
ホストファミリーが家の前でお出迎え・
お見送りします（先生立ち会いのもと）

雪ぞりやろうよ
ワクワクするね！

お話しがとまらない〜〜〜〜

お家の人のために
雪かきのお手伝いしよう！
でも、毎日だと大変だ。。。

初日〜 2日目 厳しくも豊かな雪国に伝わる知恵と遊びを学ぶ「雪国生活体験」

こんなに積もった
フカフカの雪初めて !

わぁーーーーぉ！！

スキーウェア・冬用手袋・ニット帽・スノーブーツ・サングラスまたはゴーグル・ネックウォーマー・日焼け止め・着替え用のインナー・フリース等の防寒着・パジャ
マなど寝まき・タオル・洗面用具・常備薬

服装
持ち物

緊急時の連絡先 警察、消防、保健所など公的機関と連携し対応いたします。

利根沼田広域消防本部
利根沼田広域東消防署
利根沼田広域西消防署
利根沼田広域北消防署

0278-22-0119
0278-56-2300
0278-64-0002
0278-72-4349

群馬県沼田市高橋場町 2049-1
群馬県沼田市利根町平川 1269
群馬県利根郡みなかみ町羽場 59-4
群馬県利根郡みなかみ町湯原 1681-1

 救 急・救 命　火 災  119　 ［ 携帯可 ］

利根沼田保健福祉事務所 0278-23-2185 群馬県沼田市薄根町 4412

保 健 所  

行 政 機 関

みなかみ町役場
みなかみ町教育委員会

0278-62-2111
0278-62-2275

群馬県利根郡みなかみ町後閑 318
群馬県利根郡みなかみ町後閑 318

太平洋と日本海の分水嶺に位置し、豪雪地帯としても知られる冬のみなかみ町。
厳しくも豊かな自然と共生する雪国の暮らしを体験することで、昔から伝わる生活の知恵、雪国でしかできない遊びを学べるプログラム。

雪 国 に伝わる知 恵と、その 奥 深さを学 ぶ 1 泊 2 日プラン例

各受入れ先

雪国生活体験

雪国生活体験

 昼食後、受入れ先出発
（13:00頃）昼

泊

初日 2日目

PM

AM
雪国生活体験
期間：12 月〜 3 月
体験時間：１日〜ご要望に応じて
受入れ人数：10 〜160 名

（ 1 軒あたり約10 名）

沼田警察署 0278-22-0110 群馬県沼田市上原町 1738-1

警 察  110 ［ 携帯可 ］

★ 夜間・休日対応

病 院  

［片品村］
片品診療所
星野医院

［川場村］
川場診療所
群馬パース病院

［沼田市］
沼田脳神経外科循環器科病院
利根中央病院
沼田病院

［みなかみ町］
水上医院
上牧温泉病院
月夜野病院
竹内医院

0278-58-3910
0278-58-2018

0278-72-2031
0278-72-5858
0278-62-2011
0278-62-1677

0278-52-2014
0278-52-2141

0278-22-5052
0278-22-4321
0278-23-2181

群馬県利根郡片品村鎌田 3946-67
群馬県利根郡片品村鎌田 3973

群馬県利根郡川場村谷地 2077-1
群馬県利根郡川場村生品 1861

群馬県沼田市栄町 8
群馬県沼田市沼須町 910-1
群馬県沼田市上原町 1551-4

群馬県利根郡みなかみ町鹿野沢 196
群馬県利根郡みなかみ町石倉 198-2
群馬県利根郡みなかみ町真庭 316
群馬県利根郡みなかみ町下津 2095

★ 

★ 

★ 

★

安全対策・
緊急時の対応について

各体験ごとに専門のインストラクターを適切に配置し安全な体験活動を実施します。緊急救命講習等の各種安全
講習への参加を義務づけています。里山生活体験受入れにおいては、みなかみ町農家民泊ガイドラインに沿った
受入れ体制を構築しています。万が一に備え、各種保険にも加入しています。

事故発生

緊急時は
即［119］

必要に応じ各機関へ連絡

［重大事故の場合］

みなかみ町体験旅行

発見者・担当者

家族・学校

事故対策本部の設置

救急・救命

病院

警察

保健所

その他  

先生・本部へ連絡
（添乗員）

本部長

渉外・学校・家族担当

入内島 芳崇

福田 一樹

1.　医療機関への連絡と搬送
2.　診察結果の把握
3.　連絡　　

●本人の状態
●診察の結果
●本人からの伝言

確認事項

●状況（日時・場所・内容）
●医療機関の名称と場所
●搬送の方法

傷害保険

賠償責任保険

●死亡・後遺障害…1,000 万円
●入院 /1日…4,000 円
●通院 /1日…2,500 円

●身体賠償責任…1 名 /7,000 万円
　　　　　　　…1 事故 /1億円
●財物賠償     …5,000 万円

里山生活体験時の保険契約内容
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